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作成する管理ツール 

3 

仕入伝票一覧 

新規依頼入力 

注文書印刷 

過去の依頼実績 

仕入先一覧 

伝票の明細 
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ステップ１ 
仕入明細パネルの作成 

4 

まず仕入を行う個別の物品について仕入明細としてパネルを作成します。
仕入ＩＤを主キーとし、品名、仕様、仕入先、そして数量と単価を指定できる
ようにします。されに、金額を自動計算するように設定します。 
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新規パネルを追加する 

5 

①パネルタイトル部を
右クリックして操作メ
ニューを表示します。  

②パネルの追加を
選択します。 

③コンテキスト名を
“仕入明細”として

OKをクリックします。 

④列ヘッダ部を右ク
リックして列メ

ニューを表示します。 

⑤項目追加を選
択します。 

⑥項目名を“仕入ID”

とし、データ型を“文
字列”にします。 

⑦“はい”をクリックし
ます。 

⑧文字部を“1”、数
字桁を“4”として確
認をクリックします。 
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新しい項目を追加する 

6 

①列ヘッダ部を右ク
リックして列メ

ニューを表示します。 

②項目追加を選
択します。 

③項目名を“品目”と
し、データ型を“文字
列”にします。 

④同様に項目名“仕
様”を追加します。 

④同様に項目名“仕
入先”を追加します。 
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項目（数量）を追加する 

7 

①項目名”数量”、
データ型”数値”とし

ます。 ②項目”数量”を右
クリックします。 

③設定画面を選択
します。 

④初期値の項目
に”1”を入力します。 

⑤登録をクリックし
ます。 
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項目（単価、金額）の追加 

8 

①項目名”単価”を
追加します。 

③項目名”金額”を
追加します。 

⑤項目”金額”を右

クリックし、設定画
面を選択します。 

②データ型を”金
額”をとします。 

④データ型を”金
額”をとします。 
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数式の設定 

9 

①式の右のボタン
をクリックします。 

②項目”数量”をダ

ブルクリックで選択
します。 

③四則演算の” ＊”
をクリックします。 

④項目”単価”をダ

ブルクリックで選択
します。 

⑤登録ボタンを
クリックします。 

⑥登録ボタンを
クリックします。 
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ステップ２ 
仕入伝票パネルの作成 

10 

仕入伝票は、仕入先の同じ仕入明細を注文書の形式で印刷するための伝
票の単位となります。伝票ＩＤ、注文日、仕入先、そして手配を終えたかを
示すフラグを指定可能とします。 
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新規パネル（仕入伝票）の追加 

11 

①タイトルバーを右
クリックし、パネル
追加を選択します。 

②コンテキスト名を
“仕入伝票”としOK
をクリックします。 

③列ヘッダ部を右ク
リックして列メ

ニューを表示します。 

④項目追加を選
択します。 

⑤項目名”伝票ID”、
データ型”文字列”と

します。 

⑥“はい”を選択
します。 

⑦文字部を“1”、数
字桁を“4”として確
認をクリックします。 
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項目（注文日）の追加 

12 

②項目名”注文日”

データ型“日付時
刻”を追加します。 

①同様に項目追加
を選択します。 

③注文日を右クリッ
クし、設定画面を選

択します。 

④初期値に“0”を
入力します。 

⑤登録ボタンを
クリックします。 
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項目（仕入先、手配）を追加 

13 

①項目追加を選択
します。 

②項目名”仕入先”

データ型“文字列”
を追加します。 

③項目名”手配”

データ型“真偽値”
を追加します。 
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ステップ３ 
仕入伝票と明細の連携 

14 

仕入明細パネルと仕入伝票パネルの明細として、仕入伝票の１つを選択
した場合に該当する仕入明細の内容が連携して表示されるように設定しま
す。集計計算の定義もあわせて行います。 
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仕入伝票の明細パネルを作成する 

15 

①管理メニューの“設定
ウィザード”を選択します。 

②“明細パネルに
シートを追加する”を

選択します。 
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明細パネルの形式を指定する 

16 

①連携キーとして“伝票
ID”を選択します。 

②明細パネルとして“仕
入明細”を選択します。 

③“新規作成”をチェック
します。 

④“次へ”をクリッ
クします。 

⑤“集計を行う”を
チェックします。 

⑥“新規”の 

チェックを外し、“金
額”を選択します。 

⑦完了ボタンをク
リックします。 
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ステップ４ 
仕入依頼パネルの作成 

17 

仕入明細パネルの内容を直接入力するための仕入依頼パネルを作成しま
す。仕入明細パネルを複製することでデータを共有する別のコンテキストと
なります。仕入伝票にある注文日と手配の値を参照できるようにします。 
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仕入依頼パネルの追加 

18 

①タイトルバーを右クリッ
クし、“パネル複製”を選

択します。 

②コンテキスト名を“仕入
依頼”とします。 
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項目一覧設定画面の表示 

19 

①タイトルバーをシフト
キーを押しながら右クリッ

クします。 

②“項目一覧画面”を選
択します。 

③“設定”をクリックします。 
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エンティティの設定 

20 

①図のように連結キー、
連結コンテキスト、連結
項目を選択します。 

②内部連携をクリッ
クします。 ③“はい”を選

択します。 

④“はい”を選
択します。 

⑤登録ボタンを
クリックします。 

⑤同様に連結キー、連結
コンテキストを選択し、連
結項目を“手配”とします。 

⑥内部連携をクリッ
クします。 
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エンティティ設定の登録 

21 

①登録ボタンをクリッ
クします。 

②登録ボタンを
クリックします。 
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ステップ５ 
仕入伝票の自動生成ロジック 

22 

仕入依頼に入力された内容について、仕入先が同じものをまとめて仕入
伝票に転記します。また同時に、仕入依頼のデータにその仕入伝票の伝
票ＩＤを記述することで仕入明細に表示されるようにします。 
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連携（転記）の設定 

23 

①シート下のタブ“仕入
伝票”クリックし、仕入伝
票を表示します。 

②仕入伝票のタイトル
バーをシフトキーを押し
ながら右クリックしメ
ニューを表示します。 

③“連携（転記）”
を選択します。 ④“新規”をクリッ

クします。 

⑥“複数の場合は集
計する”、“更新時に
初期化する”をチェッ

クします。 

⑤“仕入依頼”を
選択します。 

⑦“追加を許可を
チェックします。 
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転記内容の設定 

24 

①タブ“連携キー”を
クリックします。 

②連携先コンテキスト
を“仕入先”にします。 

③対象コンテキストを
“仕入先”にします。 

④タブ“転記内容”を
クリックします。 

⑤対象項目と連結項目
をプルダウンで選択し、
図のように設定します。 

⑥“逆向”をチェッ
クします。 

⑦登録ボタンをク
リックします。 



法政大学・ＡＰＳＯＭ©2012 

コマンド定義の設定 

25 

①管理メニューから 

“コマンド定義”を選択
します。 

②“新規”をクリック
します。 

③アクション種別で“連
携（転記）”を選択します。 

④指定内容の空欄
をクリックします。 

⑤連携名で“仕入伝票
_転記”を選択します。 

⑥登録ボタンをク
リックします。 
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コマンド定義の登録 

26 

①実行するタイミング
を“切替後”にします。 

②登録をします。 

③OKをクリックします。 
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仕入データの入力 

27 

②編集モードに
切り替えます。 

①タブ“仕入依頼”をク
リックします。 

④タブ“仕入伝票”をク
リックします。 

⑤編集モードに
切り替えます。 

⑥手配にチェックをし
ます。 

③データを直
接入力します。 
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ステップ６ 
仕入補助パネルの作成 

28 

仕入依頼の内容を入力する際に、過去に入力した仕入データを参照でき
るように仕入補助パネルを作成します。条件として手配がチェック済である
ものを選択し、日付は降順とします。 
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仕入依頼パネルを複製する 

29 

①仕入依頼のタイトル
バーを右クリックし、“パネ
ル複製”を選択します。 

②コンテキスト名を“仕入
補助”とします。 

①タブ“仕入依頼”
をクリックします。 
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仕入補助パネルの表示条件の固定 

30 

①手配でチェックをしてあ
るものを右クリックします。 

②フィルタを選択します。 
③項目名“注文日”を右ク

リックします。 

④“昇順”を選択します。 

⑤タイトルバーをシフトキー
を押しながら右クリックしメ
ニューを表示します。 

⑥“条件の固定”を選択
します。 
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項目（手配）を非表示にする 

31 

①タイトルバーをシフトキー
を押しながら右クリックしメ
ニューを表示します。 

②“項目一覧設定”を選
択します。 

③“手配”の表示の
チェックをはずします。 

④登録します。 
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ステップ７ 
補助画面の定義 

32 

仕入補助パネルの内容を、仕入依頼データの入力時に利用できるように
補助画面とします。パネルは埋め込み式とし、これにより、過去の仕入
データをドラッグ＆ドロップで追加可能とします。 
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仕入依頼の補助パネルを作成する 

33 

①タブから“仕入依
頼”開きます。 

②管理メニューの“設定ウィ
ザード”を選択します。 

③“補助パネルで入力の補
助を行う”を選択します。 
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補助パネルを仕入補助とする 

34 

①利用するコンテキスト
を仕入補助します。 

②“補助画面を利用する”の
チェックをはずし、“シート内
に埋め込む”をチェックします。 

③さらに“ドラッグ＆ドロップ
許可”をチェックします。 

④次へをク
リックします。 

⑤完了ボタンをク
リックします。 
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連結内容の設定 

35 

①仕入依頼のタイトルバーを
シフトキーを押しながら右ク
リックしメニューを表示します。 

②連携（補助）を選択します。 

③連携内容のタブクリック
します。 

④図ように連携内容を設定
します。 

⑤登録ボタンをク
リックします。 
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仕入依頼パネルの表示条件の固定 

36 

①手配にチェックの無い
ものを右クリックします。 

②フィルタを選択します。 

③タイトルバーをシフトキーを
押しながら右クリックしメニュー

を表示します。 

④条件の固定を選
択します。 この操作により、仕入依頼パネ

ルには手配済となったデータは
表示されなくなります。 
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ステップ８ 
仕入先マスタの作成 

37 

仕入先マスタを作成します。ただし、あらためてマスタを設定することが不
要なように、過去の仕入伝票にある仕入先を自動的に列挙するようにしま
す。仕入伝票を複製し、グループ化することで仕入マスタとします。 
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仕入伝票パネルを複製する 

38 

①タブから“仕入伝
票”を開きます。 

②タイトルバーを右ク
リックし、パネル複製
を選択します。 

③コンテキスト名を仕
入先マスタとします。 
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仕入先をグループ化する 

39 

①項目名“仕入先”を右ク
リックします。 

②メニューからグループを
選択します。 

③タイトルバーをシフトキーを
押しながら右クリックしメニュー

を表示します。 

④条件の固定を選
択します。 
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仕入先のみ表示する 

40 

①タイトルバーをシフトキーを
押しながら右クリックしメニュー

を表示します。 

②メニューから項目一覧
設定を選択します。 

③仕入先以外の表示の
チェックをはずします。 

④登録ボタンク
リックします。 
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仕入先マスタをシート移動する 

41 

①タイトルバーを右クリックしメ
ニューを表示します。 

②シート移動を選
択します。 

③移動先シートを“仕
入依頼”とします。 
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ステップ９ 
補助画面の限定 

42 

仕入補助パネルの内容は過去のデータがすべて表示されるため、仕入先
で限定するように設定します。仕入先マスタをシートに移動し、連携（限定）
機能で対象データを絞り込めるようにします。 
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連携（限定）の設定 

43 

①“仕入補助”のタイトルバー
をシフトキーを押しながら右ク
リックしメニューを表示します。 

②メニューから“連携（限
定）”を選択します。 

③連携先で“仕入先マス
タ”を選択します。 

④“未選択時は無効化”に
チェックをします。 

⑤タブ“連携キー”
をクリックします。 

⑥対象コンテキスト、連携先コンテ
キストで“仕入先”を選択します。 

⑦登録ボタンを
クリックします。 
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ステップ１０ 
仕入伝票パネルの定義 

44 

仕入伝票パネルの表示方法を手配がチェックしていないデータのみとなる
ように設定します。また、Ｅｘｃｅｌで注文書印刷可能なように、印刷用の設定
を行います。 
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仕入伝票の表示条件を固定する 

45 

①タブから“仕入伝
票”を開きます。 

②手配にチェックの無い
ものを右クリックします。 

③フィルタを選択します。 

④タイトルバーをシフトキーを
押しながら右クリックしメニュー

を表示します。 

⑤条件の固定を選
択します。 
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Excel連携の設定 

46 

①タイトルバーをシフトキーを
押しながら右クリックしメニュー

を表示します。 

②項目詳細設定を
選択します。 

③Excel連携設定を
選択します。 

④“選択された業のみ出力
する”にチェックをします。 

⑤登録ボタンを
クリックします。 

⑥登録ボタンを
クリックします。 
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印刷出力のコマンド定義を行う 

47 

①管理メニューからコマ
ンド定義を選択します。 

②新規ボタンをク
リックします。 

③“印刷出力”を
選択します。 
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コマンド定義の設定 
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①表示名を“印
刷”とします。 

②指定内容で“仕入
伝票”を選択します。 

③対象シートを“仕
入伝票”とします。 

④登録ボタンを
クリックします。 

⑤登録ボタンを
クリックします。 

⑥OKボタンをク
リックします。 



法政大学・ＡＰＳＯＭ©2012 

ステップ１１ 
印刷帳票の定義 

49 

あらかじめ用意された注文書のＥｘｃｅｌシートを利用し、仕入伝票と
仕入明細の内容を印刷できるようにＥｘｃｅｌファイルを配置し、必要
な設定を行います。 
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注文書のフォーマットの作成 
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①あらかじめ用意された
注文書のＥｘｃｅｌ内容を確

認しておきます。 

②データを表示する位置にリ
ンクが設定されています。 
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Excelファイルをデータフォルダに格納 

51 

①スタートメニューからコ
ンテキサーのデータフォ
ルダを開きます。 

②“excel”というフォル
ダを作成します。 

③作成したフォルダに注文書の
フォーマットを格納します。 
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プロパティの設定 
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①ファイルメニューから“プ
ロパティ”を選択します。 ②タブ“初期設定”

をクリックします。 

③Excelフォルダの右の
アイコンをクリックします。 
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Excelフォルダの指定 
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①“ローカルディス
ク”を選択します。 

②“ProgramData”
を選択します。 

③“ApstWeb”
を選択します。 

④“Contexer”
を選択します。 

⑤“新しいフォルダー
の作成”を選択します。 

⑥作成したフォルダ
名“excel”とします。 

⑦OKをクリックします。 
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印刷出力をする 
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①印刷ボタンをク
リックします。 

②印刷プレビュー
が表示されます。 
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ステップ１２ 
保存と終了 
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最後にこれまでおこなった業務アプリケーションの定義を保存し終
了します。データ内容は保存されませんので、データ内容を保存す
る場合は別途処理が必要となります。 
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保存終了する 
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①ファイルメニューから“設
定保存”を選択します。 

③保存をクリックします。 

②ファイル名を“仕
入伝票”とします。 

④いいえをクリックします。 

⑤ファイルメニューか
ら終了を選択します。 


